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◆ 研究内容や研究会の構成
研究会は，2022 年現在，色に関わる活動をされている方々を

中心に98名の会員により構成されています．パーソナルカラー
は，インターネットや雑誌等で取り上げられる事も多く，その
認知度は高まっています．だからこそ，組織や流派の垣根を超
えて，カラーリストがパーソナルカラーの理解をより深め，知
識を共有していく事が大切であると考え，様々な分野から先生
をお招きし，パーソナルカラー診断に役立つ話が聞ける講演会
を開催，また，有志を募って勉強会を開催し，その成果を発表
する場を設けています．勉強会では，昨年に引き続き，「パーソ
ナルカラーの色名調査」「パーソナルカラーの色素調査」の２つ
のグループに別れ，それぞれ 10 名前後で 1 ～２か月に 1 回ほ
ど ZOOM を中心に活動しております．「パーソナルカラーの色
名調査」では，流通している 11 社のドレープの色名を集計し，
どのような色名が使われているか，その色の色域を
調査すると共に，基準となるべき色名，及びその色
域について研究しています．「パーソナルカラーの
色素調査」では，4シーズン別に肌色・瞳の色のデー
タを集め，その傾向・色域を調べると共に，現代日
本人に多いシーズンの傾向等を調べています．

◆ 2021年度の活動報告
11 月にメイクアップアーティストの名取瞳先生をお迎えし，

2022 年春夏の流行色を取り入れたメイクを4シーズン別に，実
演を交えてご紹介いただく講演会をオンラインで開催．（モデ
ルは，参加者の中から希望者を募り行いました．）全国から 56
名（学会員：42 名，非学会員：14 名）の方にご参加頂き盛況
のうちに終える事ができました．名取先生には，パーソナルカ
ラーの 4シーズン別に流行色の取り入れ方を教えて頂いただけ
でなく，オンライン講演と言う事で，手元をアップで見せて頂
き，メイクテクニックも具体的に細かく教えて頂く事ができま
した．
3 月には 2021 年度総会とパーソナルカラー研究会内勉強会

の研究発表をオンラインで開催．研究発表では，第一部で「パー
ソナルカラー診断に関わる色素のデータ収集」について，現役
パーソナルカラーリストが，診断に基づいて，現代の日本人女
性の色素傾向をパーソナルカラーの観点から探っていく調査結
果及び考察を発表しました．第二部では，「パーソナルカラー
診断に使われている色名調査」について，前年のひな祭り会で
行った「パーソナルカラーに使われている色名調査の結果発表」
から，更に深く掘り下げ，パーソナルカラー診断の基準となる
色名を決められるよう，流派を超えて集まった色名を系統色名
に落とし込み，各シーズンの傾向を発表しました．

流派や組織を超えて，パーソナルカラーについての理解を深める活動をしています．

◆2022年度の活動計画
 毎年，講演会と研究発表を1回ずつのペースで
行っております．今年度も，9月に美容家・美容師・
メイクアップアーティストとしてご活躍の柳延人
氏をお招きし，パーソナルカラー診断におけるヘ
ア（髪）についてのお話をお願いしたいと企画中で
す．色素の1つであるヘア（髪）は，パーソナルカ
ラー診断とは切り離せない密接な関係にあります．
参加頂く方々の「聞きたい・知りたい・疑問」をア
ンケートで集め，髪の専門家にお話し頂けるよう
な構成にしたいと考えております．7月中に参加募
集の案内をさせて頂く予定です． 
 3月には2022年度総会と研究会内勉強会の研究
発表を開催予定．昨年より調査・研究を進めてい
る「パーソナルカラー診断に関わる色素のデータ
収集」，「パーソナルカラー診断に使われている色
名調査」２つのテーマについて，今年の成果を発表
予定．他にも，パーソナルカラーについての研究発
表があれば募集してまいります．年末頃にはご案
内させて頂く予定です．
（講演会も，研究発表もまだオンラインで行うか，
対面も含めたハイブリッド形式で行うかは未定．
それぞれ案内の際にお知らせいたします．）

昨年開催：メイクアップアーティスト名取瞳氏による講
演会～２0２２年春夏の流行色を取り入れた４シーズ
ン別メイク～
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